
 

 
栃木県総合教育センターだより 

 

第７０号 令和３(2021)年６月４日発行 

 
 

 

＜テーマ＞ 多様な子どもたちに学ぶ 

～ 一人一人への理解を集団に生かすために ～ 

基 調 講 演  「児童生徒理解の転換期」 

講師 京都教育大学大学院 教授 片山 紀子 氏 

パネルディスカッション  「子どもの理解を基盤とした指導・支援の実際」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】教育相談部（℡ 028-665-7211） 

 

 

 

教育相談部では、各学校における事例検討会等に伺い、児童生徒に対する指導・支援の方針や具体策等に

ついて、教育相談・特別支援教育の視点から一緒に考えさせていただくことができます。 

他にも、下記のようなテーマで学校支援を行っていますので、お気軽に御相談ください。 
 
№ テーマ 目安時間 主な内容 

１ 児童生徒とのかかわり 50～90分 
児童生徒の理解、児童生徒とのかかわりの基本（カウンセリングマインド、
みる・きく・はたらきかけるなど）、一人一人を「認める」について 

２ いじめの理解と対応 50～90分 
いじめ防止対策推進法に基づくいじめの認知、いじめの早期発見、早期対
応、いじめの未然防止、組織的対応等 

３ 不登校の理解と対応 50～90分 
不登校の考え方、不登校の初期対応、不登校の未然防止、登校支援、組織

的対応等 

４ 通常の学級における特別支援教育 50～90分 
通常の学級における指導・支援の基本的な考え方、特別支援教育コーディ

ネーターを中心とした組織的な指導・支援、合理的配慮の提供等 

５ Q-Uの活用 50～120分 
Q-Uの各シートの見方と活用のポイント 
 ※Q-Uの結果を用いた事例検討等を実施することも可能 

６ 自立活動の指導のあり方 50～90分 
自立活動の指導の基本的な考え方、個々の児童生徒の実態把握から適切な
指導目標や具体的な指導内容を設定するためのポイント等 

【問合せ先】教育相談部（℡ 028-665-7211） 

校内研修支援について 

教育相談特別講座のお知らせ 

 期  日  令和３（2021）年８月18日（水）９:30～16:00 

 会  場  オンライン（Zoom）による開催 

 募集定員  200名（先着順） 

（小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校教職員及び教育関係者） 

 申 込 み  栃木県総合教育センターWebサイトより、参加者１名につき、１台の端末で 

お申し込みください。 

 申 込 先  栃木県総合教育センターWebサイトトップページのバナーの 

リンク先にある専用Webサイト 

http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/sodan/kensyu/kensyu2021/tokubetsu_koza.htm 

 締 切 り  令和３（2021）年７月30日（金） 

事例検討会に伺います！ 



 

 

 

夏季休業を利用して、今日的な教育課題についての見識を深め、教職に関わる教養を高め、幅広い教師力

を身に付けませんか。明日の教育活動に役立つ講座を用意しています。 

●宇都宮大学教職センターのWebサイト 

http://www.utsunomiya-u.ac.jp/facility/cfte3.php 

●栃木県総合教育センターのWebサイト 

http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/index2.htm 

に掲載されています。 

●宇都宮大学教職センターのWebサイトからお申し込みください。 

http://www.utsunomiya-u.ac.jp/facility/cfte3.php 

締め切り 令和３（2021）年７月5日（月） 

●宇都宮大学及び総合教育センターから旅費の支出はありません。また、受講する講

座によっては、教材費がかかる場合もありますので、御承知おきください。 

① このセミナーは中堅教諭等資質向上研修の選択研修の対象にもなっています。 

② 定員を超えた場合は、先着順とします。 

③ 会場の宇都宮大学峰キャンパス・共同教育学部附属特別支援学校には自家用車

で入構できます。アクセス及び構内案内は、宇都宮大学のWebサイトで確認し

てください。 

●宇都宮大学教職センター 地域連携部門 TEL 028-649-527２ 

【問合せ先】研修部（℡ 028-665-7202） 

番号 実 施 日 講 座 名 分 野 講 師 定員 対 象 校 種 

１ ７月26日(月) 国語教育の諸相 国語教育 飯田 和明 12 小･中･高･特 

２ ７月28日(水) 
幼児・児童・生徒ひとりひとりの手持ちの力を 

尊重し育むための教育を考えてみよう 
特別支援教育 

石川由美子 

齋藤 大地 

福田 奏子 

30 小･中･高･特 

３ ７月29日(木) 

子ども理解と授業力向上を目指して① 

―障害状況にある子どもを理解するということ 

：教育的係わり合いからの検討― 

特別支援教育 岡澤 慎一 24 小･中･高･特 

４ ７月30日(金) 

子ども理解と授業力向上を目指して② 

―子どもたちが科学を楽しめる工夫や配慮― 

―発育期の運動発達― 

理科・ 

保健体育 

出口 明子 

加藤 謙一  
24 小･中･高･特 

５ ７月30日(金) 教科等横断的視点からの授業づくり 教科教育 

森田香諸里 

人見 久城 

山野 有紀 

久保 元芳 

石川 隆行 

30 小･中 

６ ８月２日(月) 授業研究の運営と課題 教職大学院 
人見 久城 

田村 岳充 
30 

小･中･高･特 

(教職５年目以上の

経験者） 

７ ８月２日(月) 教師も楽しむ理科実験 理科教育 南  伸昌 20 小･中･高･特 

８ ８月３日(火) 「特別の教科 道徳」の授業の教材と発問 学校教育 
和井内良樹 

上原 秀一 
50 小･中 

９ ８月17日(火) 
「現実の世界」を大切にした「データの活用」 

領域の授業づくり 

算数・ 

数学教育 

川上  貴 

佐伯 昭彦 
20 

小･中（数学）･ 

高（数学） 

１０ ８月18日(水) 
数学的に考える力を育てる授業づくり 

：数学的活動に焦点を当てて 
数学教育 日野 圭子 20 小･中(数学) 

教職員サマーセミナーのお知らせ 

講座案内 

そ の 他 

申込み方法 

問 合 せ 



 

 

 

栃木県総合教育センターWebサイト内には、「とちぎの子どもの「学びの保障」に向けた応援サイト」があ

り、「児童・生徒用」と「教職員用」で構成されています。子どもたちの学びや、先生方の授業等を支援で

きるよう、昨年度に引き続き、コンテンツを増やし内容の充実を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教職員用」（http://www.tochigi-edu.ed.jp/educenter/?page_id=40）には、以下のコンテンツがアップ

されています。Webサイトを御確認いただき、ぜひ御活用ください。 

マニュアル等 動画配信 
【書画カメラ活用のアイデア】 

・授業等でのタブレット活用場面例.pdf 

【タブレット活用のアイデア】 

・授業等でのタブレット活用場面例.pdf 

・Teams，Formsを授業で活用しようNEW 

（６月公開予定） 

・ICT活用基礎（１コンテンツ） 

～大型提示装置との接続～ 

・YouTube（６コンテンツ） 

～ログイン、ログインと再ログイン、YouTube へ

の投稿 など～ 

・Zoom（９コンテンツ） 

～Zoom を使用するための準備、アカウントの取

得、Zoomで役立つ機能 など～ 

【Zoom・PowerPoint・YouTube】 

・ICT 活用による遠隔授業（Zoom・PowerPoint・

YouTube）【令和２(2020)年７月21日版】.pdf ・PowerPointによる動画編集（３コンテンツ） 

～説明文や図形などの挿入 など～ 【Zoom】 

・01 Zoomを使用するための準備.docx/pdf 

・02 遠隔授業に関する調査（ｱﾝｹｰﾄ）.docx/pdf 

・03 Web会議サービス「Zoom」に参加しよう 

（教員用）.pdf 

・04 Zoomの使い方（家庭用）.pdf 

・05 Web会議サービス「Zoom」を主催しよう 

（教員用）.pdf 

・Teamsによるオンラインでの課題の配布～評価 

・Formsによるアンケートの配布と自動集計NEW 

（７月公開予定） 

（注）動画の再生は、Internet Explorerには対応してお

りません。Google Chrome、Firefox、Safari、

Microsoft Edge 等のブラウザで閲覧可能となって

おります。 

なお、「児童・生徒用」（http://www.tochigi-edu.ed.jp/educenter/?page_id=41）には、「Zoomの使い

方（家庭用）」のマニュアルがアップされています。各学校Webサイトに、上記「児童・生徒用」のアドレ

スのリンクを貼るなどして、御活用ください。      【問合せ先】研究調査部（℡ 028-665-7204） 

とちぎの子どもの｢学びの保障｣に向けた応援サイト 更に充実中!! 


